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商標について
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お知らせ
アンリツは、社員の皆様およびお客様がアンリツ製機器およびコンピュータプログラムを正しく設置、イ
ンストール、操作、保守するためのガイドとして本書をご用意しました。本書に掲載されている図面、仕
様、および記載内容はアンリツの所有物であり、これらの図面、仕様、記載内容の無許可の使用、開示は
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更新
更新がある場合、次のアンリツ Web サイトからダウンロードできます。
http://www.us.anritsu.com

http://www.us.anritsu.com
http://www.us.anritsu.com
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安全情報の表示

人身の傷害や機器の機能不全に関連した損失を防ぐため、アンリツでは下記の表示記号を用いて

安全に関する情報を表示しています。安全を確保するために、機器を操作する前にこの情報を十

分理解してください。

マニュアルで使用されている記号

機器および説明書に表示される安全表示記号

これら安全表示記号は、安全に関する情報および操作上の注意を喚起するために、該当部位に近

い機器の内部または機器の外装に表示されます。機器を操作する前にこれらの表示記号の意味を

明確に理解し、必要な予防措置を取ってください。アンリツ製機器には次の 5種類の表示記号が

使用されています。またこのほかに、このマニュアルに記載していない図が製品に貼付されてい

ることがあります。

禁止されている操作を示します。円の中や近くに禁止されている操作が記載されます。

順守すべき安全上の注意を示します。円の中や近くに必要な操作方法が記載されます。

警告や注意を示します。三角の中や近くにその内容が記載されます。

注記を示します。四角の中にその内容が記載されます。

このマークを付けた部品はリサイクル可能であることを示します。

危険

これは、正しく実行しないと重症または死亡、或いは機器の機能不全に至
る可能性のある非常に危険な手順を示します。

警告

有害な手順を示し、適切な注意を怠ると、軽度から中程度の傷害、または
機器の機能不全に関連した損失を招く恐れがあります。

注意

有害な手順を示し、適切な注意を怠ると、機器の機能不全に関連した損失
を招く恐れがあります。
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安全にお使い頂くために

警告

左の警告マークが表示されている箇所の操作を行うときは必ず取扱
説明書を参照してください。取扱説明書を読まないで操作などを行
なった場合は傷害に至る恐れがあります。また、本器の性能を劣化
させる原因にもなり得ます。なお、この警告マークは、他の危険を
示す他のマークや文言と共に用いられることがあります。

警告

本器への電源供給では、本器に添付された 3芯電源コードを接地形
2極電源コンセントへ接続し、本器を接地した状態で使用してくだ
さい。万が一、接地形 2 極電源コンセントを使用できない場合は、
本器に電源を与える前に、変換アダプタから出ている緑色の線の端
子、または背面パネルの接地用端子を必ず接地してからご使用くだ
さい。接地しない状態で電源を投入すると、負傷または死につなが
る感電事故を引き起こす恐れがあります。

警告

本器は使用者自身が修理することはできません。カバーを開けたり、
内部の分解などを行わないでください。本器の保守に関しては、所
定の訓練を受け、火災や感電事故などの危険を熟知した当社または
代理店のサービスマンにご依頼ください。本器の内部には高圧危険
部分があり、不用意に触ると負傷または死につながる感電事故を引
き起こす恐れがあります。また精密部品を破損する可能性がありま
す。

注意

静電気放電 (ESD) は装置内の非常に敏感な回路を損傷する可能性が
あります。ESD は、テストデバイスが装置の正面または背面パネル
のポートやコネクタに接続 /切断するときに発生する可能性が最も
高くなります。静電気放電リストバンドを着用することで、計測器
やテストデバイスを保護できます。或いは、装置の正面パネルや背
面パネルのポートやコネクタに触れる前に、接地されている装置の
外側匡体に触ることで自身を接地することができて静電放電できま
す。適切に接地されて静電気放電の恐れがない場合を除き、テスト
ポートの中心導体には触れないでください。

静電気放電で起きた損傷の修理は保証の対象外です。
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第 1 章  一般情報

1-1 序文

この測定ガイドは、次に示すアンリツ測定器による T1 (オプション 51)、E1 (オプション 52) お

よび T1/T3 (オプション 53) バックホール測定に関して述べるアンリツ文書です。

• BTSマスタ

• セル マスタ

1-2 バックホール分析

アンリツは次に示すバックホール信号分析モードを提供します。

• 第 2 章「E1 – 2Mb/s アナライザ (オプション 52)」 

• 第 3 章「T1/TTF1 アナライザ (オプション 51)」

• 第 4 章「T1/T3 アナライザ (オプション 53)」 

1-3 バックホール分析モードの設定

1. 数字キーパッドで Shift キーに続いて Mode (モード ) (9) キーを押して、モード選択リス

ト ボックスを開きます。

2. モードを選択する場合は、矢印キーまたは回転ツマミによって必要なモードを強調表示に

してから、Enter キーを押します。

備考
オプションはそれぞれ、測定器すべての型名で使用できるとは限りません。お手
持ちの測定器で使用できるオプションについては、所定のテクニカルデータシー
トを参照して下さい。

注意 最大入力電力は、RF In ポートで +30dBm です。損傷を避けるため、常にカップ
ラまたは高電力アッテネータを使用します。
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Frame Bit Error (フレーム -ビット エラー ): この サブメニュー キーを押

すと、フレームビットエラーが挿入されます。このサブメニュー キーを一

度押して機能を選択します。測定表示の左側にある計測器の設定総括表の 

Error Type フィールドが、“### FRAME” (### はバースト設定 ) に変わりま

す。もう一度キーを押して、Frame Bit Error メニューを表示してバースト

数、「Burst (バースト )」(3-31 ページ ) を参照 を設定します。Back サブメ

ニュー キーを押して、Error/Alarmメニューに戻ります。

AIS Alarm On/Off (AIS 警報オン /オフ ): AIS をオンにすると、データが

フレーム無しの全部 1 の信号に置換されます。AIS 警報機能を有効にする

には、このサブメニュー キーを押します。測定表示の左側にある計測器の

設定総括表の Error Type の欄が「Error Type AIS」に変わります。このパラ

メータをオンにすると、測定データ表示の上部にある黄色の TX 部分に

「Alarm ON」の丸い表示器が、赤で表示されます。この機能を選択すると、

Error, Off/On サブメニュー キー機能が自動的にオフになり、その丸い表示

器 (上部の表示の黄色い TX 部分 ) が無色の円として表示されます。このサ

ブメニュー キーをもう一度押すと、警報がオフになり、丸い表示器が無色

の円として表示され、Bit Error サブメニュー キーが有効になります (その

丸い表示器は赤で表示されます )。

RAI Alarm On/Off (RAI 警報オン /オフ ): 端子が着信信号を失った場合は、
RAI 信号が発信方向に送信されます。RAI は黄色い警報とも呼ばれます。

RAI 警報機能を有効にするには、このサブメニュー キーを押します。測定

表示の左側にある計測器の設定総括表の Error Type の欄が「Error Type 

RAI」に変わります。このパラメータをオンにすると、測定データ表示の上

部にある黄色の TX 部分に「Alarm ON」の丸い表示器が、赤で表示されま

す。この機能を選択すると、Error, Off/On サブメニュー キー機能が自動的

にオフになり、その丸い表示器 (上部の表示の黄色い TX 部分 ) が無色の円

として表示されます。このサブメニュー キーをもう一度押すと、警報がオ

フになり、丸い表示器が無色の円として表示され、Bit Error サブメニュー 

キーが有効になります (その丸い表示器は赤で表示されます )。

Error, Off/On (エラー、オフ /オン ): このサブメニュー キーは、BER サブ

メニュー キーが有効の場合にのみ有効になります。エラーのオフとオンを

切り替えるには、このサブメニュー キーを押します。このパラメータをオ

ンにすると、上部の表示の黄色い TX 部分に「Error ON」の丸い表示器が、

緑で表示されます。

図 3-20. T1 Error/Alarm (エラー /警報 ) (2/2)
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3-19 Measurements (測定 )  メニュー 

無効な場合、一部の サブメニュー キーにはサブメニューを示す矢印はなく、単純な背景に丸い

表示器が表示されるだけです。これら サブメニュー キーが有効は時だけ、丸い表示器の背景が

赤になり、サブメニューを示す矢印が表示されます。

キー順 : Measurements (測定 )

BERT:「BERT メニュー」(3-34 ページ )を開いて試験結果を確認するため

の表示形式を、表、ヒストグラム、イベント リストから選択します。

Rx Signal (受信信号 ): 受信信号測定を表示するには、このサブメニュー 

キーを押します。

VF（回線信号品質の音声評価）: VF レベル測定を表示するには、このサブ

メニュー キーを押します。「VF メニュー」(3-36 ページ )を開いて構成す

るには、もう一度サブメニュー キーを押します。

Measure Time (測定時間 ): このサブメニュー キーでダイアログ ボックス

を開いて、測定時間を設定します。1分 (最小 ) から 3日 (最大 ) までの 12 

種類の設定から選択します。また、手動を選択することもできます。この
場合は、Stop/Start (終了 /開始 ) メイン メニュー キーを押すまで無制限に

実行します。矢印キーか回転ツマミを使用して値を入力し、Enter または

回転ツマミを押して続けるか、Esc を押して中止します。

Clear History (履歴のクリア ): このサブメニュー キーを押すと、表示さ

れたイベントおよび測定の履歴が消去されます。また、測定表示上部の黄
色で強調表示された領域にある赤い履歴表示器を消去します。

Save Results (結果の保存 ): この サブメニュー キーを押すと、測定結果

が保存されます。詳細については、ユーザ ガイドの第 3 章を参照してくだ

さい。

図 3-21. Measurements (測定 ) メニュー
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BERT  メニュー

キー順 : Measurements (測定 ) > BERT

Table (表 ): 判定結果を表形式で表示するには、このサブメニュー キー

を押します。

Histogram (ヒストグラム ): 判定結果をヒストグラム画面で表示するに
は、このサブメニュー キーを選択します。「Histogram (ヒストグラム ) 

メニュー」(3-35 ページ )を構成するには、サブメニュー キーをもう一度

押します。

Event List (イベントリスト ): 判定結果をイベント リスト形式で表示す

るには、このサブメニュー キーを押します。

Clear History (履歴のクリア ): 測定表示上部の黄色で強調表示された領
域にある赤い履歴表示器を消去するには、このサブメニュー キーを押し

ます。

Back (戻る ): このサブメニュー キーを押すと、「Measurements (測定 ) 

メニュー」(3-33 ページ ) に戻ります。

図 3-22. BERT メニュー
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Histogram (ヒストグラム )  メニュー

キー順 : Measurements (測定 )  > BERT > Histogram ( ヒストグラム )

Zoom In (拡大 ): 図の表示幅を小さい値に変更するには、このサブメ
ニュー キーを使用します。図の表示単位については、サブメニュー キー

の説明の Window Size サブメニュー キーを参照してください。

Zoom Out (縮小 ): 図の表示幅を大きい値に変更するには、このサブメ
ニュー キーを使用します。図の表示単位については、サブメニュー キー

の説明の Window Size サブメニュー キーを参照してください。

Window Size (ウィンドウ サイズ、##:##:##): このサブメニュー キー

は、時間単位を 0d:00:00:00 の書式を使い、日数、時間、分、秒 

(0d:HH:MM:SS) で表示します。秒数のデフォルト値は 00 で、これを変

更することはできません。設定が 1 日未満の場合は、日数の単位は表示

されず、書式は 00:00:00 (HH:MM:SS) になります。

時間設定によって、図の表示幅が 1、5、15 分、または 1、6、12 時間、

または 1、2、3 日と変化します。このサブメニュー キーを押すと、背景

色がより暗くなり、数値は赤で表示されます。表示の図領域のラベル 

(表示ウィンドウ ##:##:00) も赤色です。赤色は時間の変更を示します。

ヒストグラムの見出しの赤ラベルと、ヒストグラムの下の赤ラベルは、
値を変更できる間は赤色のままになります。数値が設定されると、上の
ラベルが削除され、下のラベルは平易なテキストに変わって設定を表示
します。

矢印キーを使用して、1分から 3日までの 9 刻みで値を変更します。値

は数字キーを使って設定することもできます。該当する数字 (複数可 ) を

押すと、サブメニューのキー メニューが時間の増分 : 日数、時間、分、

秒を偏光できます。たとえば、「3600」と入力して seconds (秒 ) を押す

と、表示幅 1時間に設定され、「3601」と入力して seconds (秒 ) を押す

と、表示幅が 6時間 (次に使用できる増分 ) に設定されます。

使用する時間単位サブメニュー キーを押して時間の値を日数、時間、分

で入力します。(たとえば、秒は時間、分、日数の個別設定で複数使用で

きますが、最終的な設定で秒数は常に 00 です )。Window Size (ウィン

ドウ サイズ ) サブメニュー キーは、Enter キーか回転ツマミを押すまで

は有効 (変更可能 ) なままです。

ヒストグラムの表示中に回転ツマミを回すと、黄色い縦のマーカー線が
ヒストグラム図をスクロールします。

Time Units, Relative or Absolute (時間単位、相対または絶対 ): このサ
ブメニューキーは相対時間と絶対時間を切り替えます。単位はヒストグ
ラムの下端に表示されます。

Back (戻る ): このサブメニュー キーを押すと、「BERT メニュー」(3-34 

ページ ) に戻ります。

図 3-23. Histogram (ヒストグラム ) メニュー
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VF  メニュー

キー順 : Measurements (測定 ) > VF

Transmit (送信 ): このサブメニュー キーは Transmit のオフとオンを切

り替えます。

Channel # (チャネル番号 ): このサブメニュー キーは、1 (最小 ) ～ 24

(最大 ) のチャネル番号を選択するためのダイアログ ボックスを開きま

す。矢印キー、回転ツマミ、または数字キーを使用して値を入力し、
Enter を押して続行するか、Esc を押して中止します。

Tx Frequency (送信周波数 ): このサブメニュー キーは、100 Hz (最小 ) 

～ 3000 Hz (最大 ) の周波数を選択するためのダイアログ ボックスを開

きます。数字キーを使用して値を入力するか、矢印キーまたは回転ツマ
ミでデフォルト値を選択し、Enter を押して続行するか、Esc を押して

中止します。

Tx Level (送信レベル ): このサブメニュー キーは、–30 dBm (最小 ) ～ 

0 dBm (最大 ) の送信レベルを選択するためのダイアログ ボックスを開

きます。矢印キー、回転ツマミ、または数字キーを使用して値を入力し、
Enter を押して続行するか、Esc を押して中止します。

Volume (音量 ): このサブメニュー キーにより、0 (最小 ) ～ 90 (最大 ) 

の音量を設定するダイアログ ボックスが開きます。矢印キー、回転ツマ

ミ、または数字キーを使用して値を 5 刻みで入力し、Enter を押して続

けるか、Esc を押して中止します。

Audio (音声 ): Audioのオフとオンを切り替えます。

Clear History (履歴のクリア ): 測定表示上部の黄色で強調表示された領
域にある赤い履歴表示器を消去するには、このサブメニュー キーを押し

ます。

Back (戻る ): このサブメニュー キーを押すと、「Measurements (測定 ) 

メニュー」(3-33 ページ ) に戻ります。

図 3-24. VF メニュー
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第 4 章 — T1/T3 アナライザ 

( オプション 53)  

4-1 序文

この章では、T3 回線と T3 測定について簡単に説明し、オプション 53 測定器 をインストールし

た計測器を使用して T3 の動作を測定する方法も説明します。

第 3 章「T1/TTF1 アナライザ (オプション 51)」 では T1 の技術と試験について、この章では 

T3 の技術と試験について説明します。

4-2 T1/T3 アナライザ モード  の選択

1. 数字キーパッドで Shift キーに続いて Mode (モード ) (9) キーを押して、モード選択リス

ト ボックスを開きます。

2. 矢印キーまたは回転ツマミを使用して T1/T3 Analyzer (アナライザ )を強調表示し、Enter 

を押して選択します。

4-3 T1 の基礎 

T1 の概要については、第 3-3 項「T1 の基礎」(3-1 ページ )を参照してください。 

信号の設定

Test Mode (試験モード ): AUTO、DS1、DS3  

選択した信号の試験モードを表示します。

DS1 は 測定器 を T1 試験モードに設定します。DS3 試験モードは T3/DS3 信号の試験用です。

AUTO (自動 )を選択すると、測定器 はまず、接続している信号をフレーム同期とパターン同期

の現在の状態と比較します。両方とも信号と同期している場合、他の操作は不要です。

現在のモードが DS1 の場合は、AUTO を押した時、 測定器 は最初にフレーム同期 (ESF か 

SF-D4) を探します。フレーム同期が検出された場合は、計測器の設定総括 (データ表示領域の

左側 ) にフレーミング モードが表示されます。次に 測定器 は可能なパターンをすべてステップ 

スルーして、パターン同期を探します。パターン同期が検出された場合は、計測器の設定総括に
パターンが表示されます。その結果、フレーミング モードとパターンが設定され、接続してい

る回線で 測定器 を使用する用意ができます。

このキーの使い方の詳細については、「AUTO 信号の設定の説明」(4-35 ページ )を参照してく

ださい。
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4-4 T1 Configuration (構成 ) メニュー

キー順： Configuration (構成 )

信号の設定 

Test Mode (試験モード ): 使用する試験モードは、次のサブメニュー キー

から選択します。

AUTO (自動 ): 接続している信号と一致するフレーミング モードと

パターンを自動選択するには、このサブメニュー キーを押します。

このキーの使い方の詳細については、「AUTO 信号の設定の説明」

(4-35 ページ )を参照してください。

DS1: T1 試験の場合は、このサブメニュー キーを押します。

DS3: T3 試験の場合は、このサブメニュー キーを押します。

図 4-1. T1 信号の設定

DS3

Test Mode

DS1

AUTO
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4-5 T3の基礎   

T3 の回線 (別名 DS3 回線 ) は 2 段階の手順で 28個の T1 信号を束ねて多重化して形成されま

す。その最初の段階では、4  個の T1 (DS1) 信号を結合して T2 (DS2) 信号を形成します。付加

ビットをユーザデータとインターリーブして、フレーミングを有効にします。ビット詰めも各 

T1 信号に追加して、周波数のばらつきを補正します。次に、7 個の T2 信号を結合して T3 信号

を形成します。付加ビットを T2 データに織り交ぜて、T3 レベルでのフレーミングとエラー検

出を可能にします。

7 個の T2 信号を結合するには、2 通りの方法があります。1 つの方法は M13 フレーミング、

もう 1 つの方法は C-ビット フレーミングと呼ばれています。

M13 フレーミング

M13 多重変換装置は DS1 信号から DS2 信号を形成する時に、ビット詰めを実行します。この

ように形成された DS2 信号は相互に同期しますが、M13 フレーミングは T2 信号が非同期で あ

ると想定し、また 21 の DS3 C-ビット全部をビット詰めの制御に使用します。ビット詰めのこ

の第 2 段階は、必ずしも必要ではありません。

C-ビット フレーミング

もう 1 つの方法は、C-ビット フレーミングと呼ばれ、T2 信号が同期していると想定します。

C-ビットのパリティ形式は、ビット詰めの制御に DS3-レベルの C-ビットを使用しません。

C-ビット フレーミングでは、ビット詰めを制御するために M13 フレーミングで使用されたビッ

トは、他の機能に使用されます。

M13 フレーミングでは、付加ビットの 2 つはパリティ チェックに使用され、P-ビットと呼ばれ

ます。P-ビットのパリティがデータのパリティと一致しない場合は、P-ビット エラーが報告さ

れます。パリティ計算は回線の各部で繰り返されるので、P-ビット エラーから末端から末端の

回線の正常性を評価することはできません。

C-ビット フレーミングでは、ビット詰めに使用されなかった DS3-レベルの付加ビットは、

C-ビットのパリティ チェック、遠端ブロックエラー (FEBE) 報告、遠端の警報と制御 (FEAC) 

チャネルなどの他の機能に使用されます。C-ビットのパリティ ビットは発信局装置で設定し、

中継装置で変更されることはありません。したがって、末端から末端のパリティ チェックを提

供します。受信装置で C-ビットのパリティ エラーが検出されると、FEBE チャネルにある発信

元の装置にエラー報告を送り返します。FEAC チャネルは、遠端の端末装置から近端の端末装置

に警報や状態に関する情報を報告するために使用されます。

DS3 経路のパリティ ビット : DS3 信号のサブフレーム 3 にある 3 つの C-ビット (CP-ビットと

呼ばれる ) は DS3 経路のパリティ情報を伝送するために使用されます。DS3 端末装置 (TE) の送

信機で、CP-ビットは 2 つの P-ビットと同じ値に設定されています。CP-ビットは (エラーの場

合を除いて ) 不変のままネットワークを通過するため、DS3 TE 端末装置の受信機は、与えられ

た M-フレームの内容に基づいてパリティを計算し、このパリティ値を次の M-フレームの CP 

ビットで受信したパリティと比較することで、M-フレームでエラーが発生したかどうかを判定

できます。
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遠端ブロック エラー (FEBE) 機能

FEBE 機能は、DS3 信号のサブフレーム 4 で 3 つの C-ビットを使用します。これについては次

の例で説明します (図 4-2 を参照 )。

近端の端末装置 (TE) は着信方向の伝送 (図 4-2 では西向き ) を継続的にモニタしてフレーミン

グ エラーやパリティ エラーの事件発生をチェックします。西向きの CP-ビットからフレーミン

グ エラーやパリティ エラーの事件が検出されると、近端の TE は事件を C-ビットのパリティ エ

ラーと見無し、( 東向きの FEBE ビットを使用して ) 遠端の TE にエラーが発生したことを知ら

せます。C-ビットのパリティ エラーは東向きの FEBE ビットから、3 つの FEBE ビットを

「000」に設定して示されます。パリティ エラーの事件が発生しなかった場合、3 つの FEBE 

ビットは「111」に設定されます。DS3 端末装置 (TE) は CP-ビットと FEBE ビットの両方を 

(FEAC チャネルも ) 監視するため、DS3 経路の全般的な動作は、双方向の伝送経路のどちらか

一方の端で判定できます。

図 4-2. DS3 Far-End Block Error（FEBE：遠端ブロック エラー）

西

近端の
端末装置

東

遠端の
端末装置

DS3スパン
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4-6 T3  表示画面 

T3 データ表示領域には、上部に実時間クロックと GPS（全地球測位システム）、電池表示器、

中央に測定データ、左側に計測器の設定総括、右側にサブメニュー キーのラベル、下部にメイ

ン メニュー キーのラベルがあります。サブメニュー キーのラベルは、メイン メニューのキー選

択によって異なります。

計測器の設定総括には、試験モード、回線符号化、クロック源、受信入力、フレーミング モー

ド、エラー挿入、パターン、ペイロードの種類、ループバックの種類、疑似回線（LBO）の選

択、測定など、T3 構成の状態が表示されます。

測定データ表示上部の黄色で強調表示された領域では、Rx (受信 )、DS3、DS1、および Insert 

(挿入 ) 試験に関連するパラメータの履歴と現在の合否の状態が報告されます。DS3 から DS1 

を試験した時のこの表示の例は、図 4-3 を参照してください。Rx の場合、パラメータは  

Signal (信号 )、Frame Sync (フレーム 同期 )、および Pattern Sync (パターン同期 )です。

DS3 の場合、パラメータは Alarm (警報 )、Error (エラー )、および B3ZSです。DS1 の場合、

パラメータは Alarm (警報 )、Error (エラー )、および B8ZS です。Insert (挿入 ) の場合、パラ

メータは Alarm ON (警報 オン )、Error ON (エラー オン )、Loop ON (ループ オン ) です。

履歴データの列 (Rx、DS3、DS1 の場合 ) には H のラベルが付いています。隣りの列には現在

の状態が表示されます。DS3 の B3ZS 表示器には現在の状態のみが表示されます (履歴データ無

し )。H 表示器は、現在の合否状態の前にエラーが発生した場合に赤色に変わります。これらの

履歴エラー表示は、Measurements (測定 ) メニューで Clear History (履歴のクリア ) サブメ

ニュー キーを押すと消去できます。Insert 列の表示器に、Alarm、Error、Loop の試験の 

ON/OFF 状態が表示されます。この状態ウィンドウの 2 通りのビュー : DS3 全ペイロードの付

く DS3 と DS1 ペイロードの DS3 が提供されます。この構成では DS3 信号が B8ZS 符号化を使

用しないため、この B8ZS のライトがオフになっています (図 3-3 を参照 )。DS1 専用の図 3-4 

( 3-4 ページ ) と比較してください。

測定表示装置の残りの領域は、設定、構成、および測定表示に使用され、選択した機能に応じて

変わります。

T3 メイン メニュー キーのラベルは、Configuration (構成 )、Pattern/Loop (パターン /ループ )、

Error/Alarm (エラー /警報 )、Measurements (測定 )、および Start/Stop (開始 /終了 )です。

図 4-3. 履歴と合否状態の T3 パラメータ
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4-7 T3 の構成画面 

構成画面には、Configuration (構成 ) メイン メニュー キーを押してアクセスします。このメ

ニューは、Signal Setup (信号の設定 ) と Payload Setup (ペイロードの設定 ) を構成する時に

使用します。信号の設定では、試験モード、回線符号、送信クロック、送信擬似回線 (LBO)、受

信入力、フレーミング情報などを設定できます。ペイロードの設定では、ペイロードの種類、ペ

イロード DS1 チャネル、ペイロード DS0 チャネル、ペイロード フレームやその他のチャネル

を設定できます。

Configuration/Test Mode (構成 /試験 モード ) メニューのサブメニュー キーについては、「T3 

Configuration (構成 ) メニュー」(4-15 ページ )を参照してください。

Test Mode (試験モード ): Auto、DS1、DS3 

AUTO (自動 ) サブメニュー キーの使い方については、「AUTO 信号の設定の説明」(4-35 ページ

) を参照してください。

DS3 サブメニュー キーを押すと、測定器 を T3 試験モードに設定します。DS1 サブメニュー 

キーは T1/DS1 信号専用で、DS3 信号の試験には適していません。

Line Code (回線符号 ): B3ZS と AMI   

B3ZS と AMI は、T3 ネットワークで使用される 2 種類の回線符号化方式です。

AMI 方式では、2 進数の 1 がパルスを、0 がパルスの欠落を示します。DC オフセットを排除す

るには、2 進法 1 のパルスを交互の極性にします。パルスの極性が交互に代わることから、この

回線符号は交番マーク反転 (AMI)と呼ばれます。2 つの連続するパルスが同じ極性であれば、バ

イポーラ違反 (BPV) が生じます。

1 つのチャネルでトラフィックが皆無だと、AMI 符号化の結果は、その回線上に連続する長大

なゼロの文字列になる可能性があります。これらのゼロは、受信装置にタイミング エラーを引

き起こす可能性があります。データ ストリームの 1 (ゼロとは対照的に ) の密度を維持するため

に T3 システムで使用される方法は、2 進数 30置換、または B3ZS と呼んでいます。

B3ZS (Binary 3-Zero Substitution) は、ユーザのデータ ストリームに 3 つ以上の連続する 0 が

含まれている場合にバーポーラ違反 (BPV) が故意に挿入される回線符号です。これは、ユーザ 

データ ストリームに含まれている 1 が不十分な場合に、システム同期を維持できるだけのバイ

ポーラ転換数がシステムに十分あることを確認するために使用されます。これを B8ZS、「T1 

Configuration (構成 ) メニュー」(4-2 ページ )と比較します。

Tx Clock (送信クロック ): Internal (内部 ) または Recovery (再生 ) 

内部クロックは内部発振器、44.736 Mbps±5 ppm を使用します。再生クロックを使えば、送

信クロックは受信信号から再生される周波数を使用します。

Tx LBO（送信擬似回線）: Low または DSX 

Tx LBO は送信信号レベルを設定します。受信装置に近い (68.58 m 以内 ) 信号を試験する場合

は Low (低 )、68.58 m を超える場合は DSX を選択します。
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Rx Input (受信 入力 ): DSX3 またはモニタ

T3 回線の相互接続点で試験する場合は、DSX3 を選択します。モニタ ジャックで回線に接続す

る場合は、Monitor を選択します。ジャックは回線から抵抗器により分離され、信号は正常な信

号レベルより 20dB低いのが通常です。Monitor を選択すると、20dB の平坦な利得が受信機入

力に追加されます。

Framing (フレーミング ): M13、C-bit、または Unframed (フレーム無し ) 

必要に応じて、M13、C-bit、または Unframed を選択します。

Payload Type (ペイロードの種類 ): 45Mb、1.544Mb、Nx64kb、64kb、56kb、16kb、8kb 

ペイロードの種類は、T3 データ ストリームのどの部分にアクセスして試験するかを指定しま

す。

全 T3 データ ストリームを試験する場合は、45Mb のペイロードを選択します。28 の DS1 チャ

ネルのうち 1 つのチャネルを試験する場合は、1.544Mb を選択します。64 kb チャネルの組み合

わせを試験する場合は、Nx64kb を選択します。単一の 64 kb チャネルを試験する場合は、64kb 

を選択します。ビット剥奪の結果としてデータ ストリームが作成される場合は、56kb を選択し

ます。単一の 64 kb チャネル内の連続する -bit を試験する場合は、16kb を選択します。選択し

た 64 kb チャネル内の 1-bit を試験する場合は、8kb を選択します。

Payload DS1 Channel (ペイロード DS1 チャネル ) 

Edit Channel (チャネルの編集 ) サブメニュー キーを使用して、必要なチャネルとサブチャネル

を設定し、28 の DS1 チャネルから 1 つを選択します。

Payload DS0 Channel  (ペイロード DS0 チャネル ) 

Edit Channel (チャネルの編集 ) サブメニュー キーを使用して、ペイロード Nx64kb ～ 8kb の試

験に必要なチャネルとサブチャネルを設定します。

ペイロード フレーム : ESF または SF-D4 

ESF または SF-D4 のペイロード フレームを設定します。

他のチャネル : All Ones (全部 1)、Broadcast (放送 )、または AIS 

試験していない他のチャネルを All Ones、Broadcast、または AIS に設定します。
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4-8 Pattern/Loop (パターン /ループ ) メニュー 

Pattern/Loop メニューには 12の定義済みパターンが含まれています (記録表 4-1 参照 )。Set 

User Pattern サブメニュー キーを押して、最大 6 のユーザ定義パターンを作成できます。

この機能は、パターンの選択、ユーザ パターンの設定と選択、逆パターンの使用、ループ符号

の選択、ループ アップまたはループ ダウンなどに使用します。

Pattern/Loop メニューのサブメニュー キーについては、「「T3 Pattern/Loop (パターン /ループ ) 

メニュー」(4-19 ページ )」を参照してください。
 

表 4-1. パターンの解説と適用

パターン 説明 アプリケーション 

QRSS 1,048,575-bit  パターン 高密度と低密度の両配列を含む生のト
ラフィックを模擬します。

1-in-8 1 が 1 個と 0 が連続 7 個の 8-bit  パ
ターン

B3ZS 用オプションの回線のクロック
再生をチェックします。

2-in-8 1 が 2 個と 0 が連続 6個の 8-bit  パ
ターン

AMI または B3ZS 回線符号化の正しい
オプションを決定するために使用され
ます。

3-in-24 1 が 3個と 0 が連続 15個の 24-bit  

パターン、 1 の密度 12.5%

AMI オプション回線に、1 の密度と最
大連続 0 の動作でストレスを与えま
す。B3ZS オプションの回線でゼロ置
換を強制します。

ALL ONES

 (全部 1)

フレーム付き配列でペイロードとし
て送信されたすべての 1

最大電力の状態で動作する回線の能力
にストレスを与えます。

ALL ZEROS 

(全部 0)

フレーム付き配列でペイロードとし
て送信されたすべての 0

B3ZS のオプションをチェックします。
AMI 用のオプションの場合は、回線が
落ちます。

1010 交互の 1 と 0 50% よの電力状態で動作する回線の能
力にストレスを与えます。

PRBS-9 (511) 511-bit の擬似ランダム パターン 56 kbps 以下で動作する低速の DDS 回
線をテストします。

PRBS-11 

(2047)
2047-bit の擬似ランダム パターン 56 kbps の DDS 回線をテストします。

PRBS-15 32,767-bit の擬似ランダム パターン、 
14個までの連続 0 と 15 個までの連
続 1 を生成

CCITT 推奨 O.151 と G.703 に対して
テストします。B8ZS以外の回線試験
用に最大数の 0 を提供します。

PRBS-20 1,048,575-bit の擬似ランダム パター
ン、19個までの連続 0 と 20個まで
の連続 1 を生成

T1同期回線試験だけに使用されます。

PRBS-23 8,388,607-bit の擬似ランダム パター
ン、22個までの連続 0 と 23個まで
の連続 1 を生成

T1 および T3 同期回線試験に使用され
ます。
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4-9 Error/Alarm (エラー /警報 ) メニュー

Error/Alarm メニューには、伝送経路に追加できるエラーと警報のすべてが含まれています。メ

ニューにアクセスするには、Error/Alarm メイン メニューを押します。

Error/Alarm メニューのサブメニュー キーについては、「T3 Error/Alarm (エラー /警報 ) メ

ニュー」(4-22 ページ )を参照してください。

伝送経路にエラーを加えるには、Error Ins Setup (エラー挿入の設定 ) を押してエラーの種類を

選択します。例えば、フレーミング ビットにエラーを挿入するには、DS3 Frame Bit Error を押

します。1と 1000 間のバーストを選択するには、DS3 Frame Bit Error サブメニュー キーをもう

一度押してから Burst (バース路 ) サブメニュー キーを押します。バースト サイズが設定された

ら、Error Insert On/Off (エラー挿入オン /オフ > サブメニュー キーを使用してバーストをオン

にします。

有効な BER (ビット誤り率 ) は、事前に設定されたサブメニュー キー : 1E–2、1E–3、1E–4、

1E–5、1E–6、1E–7 を押すと簡単に設定できます。事前に設定された BER 率については、

表 3-2 (3-10 ページ )  を参照してください。Error Insert On を押すと、エラーの追加が継続され

ます。Error Insert Off を押すと、エラーが停止します。

伝送経路に警報を加えるには、Alarm Ins Setup (警報挿入の設定 ) を押して警報の種類を選択し

ます。たとえば、DS3 AIS Alarm (DS3 AIS 警報 ) を押し、「On」に下線が付くまで Alarm Insert 

Off/On (警報挿入オフ /オン ) を押します。データが AIS 警報信号に置き換わります。

DS3 AIS (Alarm Indication Signal) 警報 : AIS をオンにすると、正しくフレーミングされた 

1010... パターンにデータが置換されます。

DS3 RAI (Remote Alarm Indication) 警報 : 遠隔警報表示は、端末装置が着信信号を失ったと判断
した時や、着信の AIS 信号を受信した時に、端末装置から発信される信号です。

DS3 Idle Alarm (遊び警報 ): Idle Alarm を押すと、データが、正しくフレームされた 1100... 

パターンに置き換えられます。
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4-10 T3 Measurement (測定 ) 画面

Measurement (測定 ) メニューのサブメニュー キーについては、「T3 Measurements (測定 ) メ

ニュー」(4-25 ページ )を参照してください。

BERT: 表 (DS1 か DS3)、ヒストグラム、事件リストの 3 通りの形態で結果を表示できます。

Rx Signal (受信信号 ): 受信信号測定を表示します。

VF（回線信号品質の音声評価）: VF レベル測定を表示します。チャネル番号、送信周波数、送

信レベル、および音量を選択するには、VF サブメニュー キーをもう一度押します。

Measure Time (測定時間 ): 測定時間を最小 1 分 ～ 最大 3 日で設定します。

Clear History (履歴のクリア ): 事件 リストと、測定表示上部の黄色で強調表示された領域にあ

る赤い履歴表示器を消去します。履歴は毎秒更新されます。

BERT ヒストグラム画面表示

Histogram Settings (ヒストグラムの設定 )、Zoom in (拡大 )、Zoom out (縮小 ) 

拡大および縮小機能は、カーソル位置がヒストグラム表示内にあれば、データの分解能変更に使
用できます。カーソルがヒストグラム表示の 10% と 90% の時間ポイントを通過すると、時間

ウィンドウが時間で前後のスクロールを開始します。障害発生の詳細を表示する必要がある場合

は、Zoom In 機能を使用して分解能を最小 5 秒 /Div にまで変更できます。最大ウィンドウサイ

ズは 72 時間 ( 6 時間 /Div)です。データの収集時間が 72時間を超えた場合は、最後の 72時間

が表示されます。

Window Size (ウィンドウ サイズ ) 

このウィンドウサイズによって、ヒストグラム画面に表示される時間の長さを調整します。表示
される以上のデータが、場合により保存されているかもしれません。このパラメータを使用する

と、拡大または縮小によって、長い時間や高い分解能を画面に表示することができます。ウィン
ドウサイズの最小 (1分 ) と最大 (3 日 ) の値は、拡大 / 縮小機能で選択するデータ分解能に基づ

きます。

ヒストグラムの表示中に回転ツマミを回すと、黄色い縦のマーカ線が図をスクロールします。

Time Units (時間単位 ) 

Relative ( 相対 ) を選択すると (サブメニュー キーのラベルに下線 )、測定記録が開始してから

の時間がヒストグラムの軸にラベル付けされます。Absolute ( 絶対時間 ) を選択すると、ヒスト

グラム軸にシステムクロックに基づく絶対時間が、ラベルとして表示されます。

4-11 Start/Stop (開始 /終了 ) キー

測定器に現在設定されている測定を開始または終了するには、この機能キーを押します
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4-12 T3 メニュー 

図 4-4 ～ 図 4-7 は T3 メニューのマップを示しています。以下の項で、メインメニューおよび

各関連サブメニューについて説明します。サブメニューは、各メイン メニューの上から下へと

表示される順に並んでいます。

図 4-4. T3  Configuration (構成 ) サブメニュー キー
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図 4-5. T3 Pattern/Loop (パターン /ループ ) メニュー
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図 4-6. T3 Error/Alarm (エラー /警報 ) メニュー
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図 4-7. T3 Measurements (測定 ) サブメニュー キー
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4-13 T3 Configuration (構成 ) メニュー 

キー順： Configuration (構成 )

信号の設定 

Test Mode (試験モード ): モードを変更するには、DS3 試験モード中に 

DS1 を押します。

AUTO (自動 ): AUTO 信号の設定の説明 （4-35 ページ） を参照して

ください。

DS1: 1.5 MHz T1回線に接続している時に、このサブメニュー キー

を押します。

DS3: 45 MHz T3回線に接続している時に、このサブメニュー キー

を押します。

Line Code (回線符号 ):

B3ZS: B3ZS 回線符号化を選択するには、このサブメニュー キーを

押します。

AMI: AMI (Alternate Mark Inversion) 回線符号化を選択するには、こ

のサブメニュー キーを押します。

Tx Clock (送信クロック ):

Internal (内部 ): 内部で生成される送信クロックを選択するには、

このサブメニュー キーを選択します。

Recovered (再生 ): 受信経路から再生されるクロック信号を選択す

るには、このサブメニュー キーを押します。

Tx LBO（送信擬似回線）: 

Low (低 ): 225 フィート (68.58 m) 以内の基地局の近くで信号を試

験するには、このサブメニュー キーを押します。

DSX: 225 フィート (68.58 m) を超える相互接続点でテストするため

信号構成を選択するには、このサブメニュー キーを押します。

図 4-8. T3 信号の設定 (1/2)
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Rx Input (受信入力 ):

Terminate (終端 ): 終端モードを選択するには、このサブメニュー 

キーを押します。これは回線を 75Ω で終端します。

Monitor (モニタ ) : 受信経路に +20 dB ゲインを追加するには、こ

のサブメニュー キーを押します。

Framing (フレーミング )： 

M13: M13 フレーミング形式を試験するには、このサブメニュー 

キーを押します。

C-Bit: C-ビット パリティ形式を選択するには、このサブメニュー 

キーを押します。これは M13 フレームの C-ビットの使用を再定義す

るので、DS3 信号と帯域内データ リンクの動作を稼動中に末端から

末端経路で監視できるようになります。

Unframed (フレーム無し ): フレーミング形式無しの試験を選択す

るには、このサブメニュー キーを押します。完全なパターンが方式

無しで送信されます。フレーム無しを選択した場合、部分 T1 または

低速の試験は実施できません。

図 4-9. T3 信号の設定 (2/2)
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ペイロードの設定

Payload Setup (ペイロードの設定 ) は、T3 データ ストリームのどの部分にアクセスして試験す

るかを指定します。

Payload Type (ペイロードの種類 )：

45Mb: 全 T3 データ ストリーム試験を選択するには、このサブメ

ニュー キーを押します。

1.544Mb: 28の T1 チャネルの 1 つを選択するには、このサブメ

ニュー キーを押します。

Nx64kb: 64 kb チャネルの組み合わせを試験に選択するには、このサ

ブメニュー キーを押します。このモードは部分的な T1 と呼ばれて

います。

64kb: 64 kb チャネル 1 個の試験を選択するには、このサブメニュー 

キーを押します。

56kb: ビット剥奪の結果、サイズが小さくなったデータ ストリーム

を選択してテストするには、このサブメニュー キーを押します。

16kb: 1 個の 64 kb チャネル内の連続する 2-bit を選択するには、こ

のサブメニュー キーを押します。

8kb: 選択した 64 kb チャネル内の 1-bit を選択して試験するには、こ

のサブメニュー キーを押します。

Payload DS1 Channel (ペイロード DS1 チャネル ):

1.544Mb: 28の DS1 チャネルの 1 つを選択するには、このサブメ

ニュー キーを押します。

Nx64kb: 64 kb チャネルの組み合わせを試験に選択するには、この

サブメニュー キーを押します。

64kb: 64 kb チャネル 1 個の試験を選択するには、このサブメニュー 

キーを押します。

56kb: ビット剥奪の結果、サイズが小さくなったデータ ストリーム

を選択してテストするには、このサブメニュー キーを押します。

16kb: 1 個の 64 kb チャネル内の連続する 2-bit を選択するには、こ

のサブメニュー キーを押します。

8kb: 選択した 64 kb チャネル内の 1-bit を選択して試験するには、こ

のサブメニュー キーを押します。

Payload DS0 Channel (ペイロード DS0 チャネル ):

Edit Channel (チャネルの編集 )

Nx64kb から 8kb のペイロードを試験する場合は、チャネルとサブチャネ

ルを編集します。

Payload Frame (ペイロード フレーム ):

ESF: ESF のペイロード フレームを設定するには、このサブメ

ニュー キーを押します。

SF–D4: SF-D4 のペイロード フレームを設定するには、このサブメ

ニュー キーを押します。

図 4-10. T3 ペイロードの設定 (1/2)
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Other Channels (他のチャネル ):

All ones (全部 1)、Broadcast (放送 )、AIS: 他のチャネル (試験対

象外のチャネル ) を All ones、Broadcast、または AIS に設定するに

は、これらのサブメニュー キーを押します。

図 4-11. T3 ペイロードの設定 (2/21)
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